
令和３年度　長崎大学教育学部附属特別支援学校　学校評価アンケート結果

小学部 中学部 高等部 全体 小学部 中学部 高等部 全体

3.4 3.9 3.8 3.7 3.8 3.6 3.8 3.7
3.8 3.8 3.6 3.7 3.8 3.8 3.6 3.7

今後の方向性

3.3 3.9 3.8 3.7 3.6 3.5 3.7 3.6
3.4 3.6 3.6 3.5 3.8 3.8 3.6 3.7

今後の方向性

3.6 3.9 3.6 3.7 3.7 3.6 3.7 3.6
3.6 3.8 3.6 3.6 3.9 3.8 3.6 3.8

今後の方向性

3.6 3.7 3.6 3.6 3.7 3.6 3.7 3.7
3.6 3.8 3.6 3.6 3.9 3.8 3.6 3.8

今後の方向性

2.7 3.4 2.8 3.0
3.3 3.3 3.2 3.3

今後の方向性

3.2 3.7 3.2 3.4
3.4 3.5 3.6 3.5

今後の方向性

3.2 3.9 3.4 3.5
3.4 3.1 3.2 3.3

今後の方向性

3.0 3.4 3.8 3.4
2.8 2.4 2.1 2.4

今後の方向性

6

学校は、目的に応じた委員会を設置し、適切に運営している。

7

学校は、計画的に定時退庁日を設定している。
8

分掌部は、学校経営目標や本年度努力目標、学校の実情などを踏まえて分掌部方針を設定し、
分掌部の運営を行っている。

組
織
運
営

回収率
　　職　員　　：　　25／26　　　　         96%

　　保護者　　：　　51／51（世帯）　　100%

○分掌部の数はこれ以上増やすことは難しい現状であるため、業務内容によって大学職員や外部の人材を効果的に活用できないか検討する。

○今年度業務内容が変わり、方針を変更した。個別の教育支援計画やキャリア・パスポートの作成、附属校園の支援など、本校の教育支援部がやらなけ
　ればと考えたことは実施しているのではないかと思うので、今年度の実績を次年度に生かしていく。
○学部間のつながりを重視した進路指導ができるようにしたい。

○必要な委員会は適宜開催されている。定例の会議でも内容によっては回覧やカットするなどして業務の効率化を今後も図っていく。

○月１回の全校一斉定時退庁日と、各職員が設定する月２回の定時退庁日を今後も継続して行う。

学校は、効果的・効率的に業務が遂行できるように校務分掌を組織している。

　　　　＊数値の『下段は昨年度』『上段（太字）は今年度』
　　　　＊番号の欄の(　)は保護者アンケートの番号

学校は、学校の使命や校訓、学校教育目標などを踏まえて学校経営目標を設定している。

学校は、学校経営目標や実情、ニーズなどを踏まえて本年度努力目標を設定している。

1
(1)

2
(2)

5

分野 番号 具　体　的　な　評　価　項　目
職　　員 保護者

○大学と連携しながら、本校の存在意義を高めるために、短期的な視点と長期的な視点で本校があるべき姿を検討し目標を設定していく。

○附属学校の使命という視点、児童生徒への指導という視点、教育環境の整備という視点などから、今後も具体的な目標を設定していく。
学
校
経
営

部は、学校経営目標や本年度努力目標、部の実態などを踏まえて部経営方針を設定し、部の運
営を行っている。3

(3)

学級は、学校経営目標や本年度努力目標、部経営方針、学級の実態などを踏まえて学級経営方
針を設定し、学級の運営を行っている。4

(4)

○児童生徒の実態等を的確に把握し、「意欲づくり」「基盤づくり」「主体づくり」のつながりを柱としながら各部の運営を行う。

○年度当初に、学級ごとの学級経営方針や重点目標を明確に示し、副担任等と連携して学級運営を行う。
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令和３年度　長崎大学教育学部附属特別支援学校　学校評価アンケート結果

小学部 中学部 高等部 全体 小学部 中学部 高等部 全体

3.2 3.6 3.3 3.4
3.6 3.3 3.2 3.3

今後の方向性

3.4 3.7 3.8 3.6 3.8 3.8 3.8 3.8
3.6 3.8 3.4 3.6 4.0 3.9 3.8 3.9

今後の方向性

3.0 3.4 3.2 3.2 3.5 3.6 3.6 3.6
3.4 3.5 3.2 3.4 3.9 3.9 3.6 3.8

今後の方向性

3.1 3.7 3.6 3.5 3.8 3.7 3.8 3.8
3.7 3.5 3.3 3.5 4.0 3.9 3.7 3.9

今後の方向性

3.2 3.9 3.6 3.5 3.0 3.4 3.6 3.4
3.6 3.4 3.2 3.4 3.9 3.8 3.6 3.7

今後の方向性

3.2 3.7 3.4 3.4 3.8 3.6 3.5 3.6
3.1 3.1 3.1 3.1 3.9 3.7 3.4 3.7

今後の方向性

3.4 3.7 3.6 3.6 3.8 3.6 3.6 3.7
3.2 3.4 3.4 3.3 3.9 3.7 3.7 3.8

今後の方向性

3.2 3.6 3.3 3.4 3.8 3.6 3.4 3.6
3.3 3.5 3.4 3.4 3.6 3.7 3.5 3.6

今後の方向性

教
育
活
動

分野 番号 具　体　的　な　評　価　項　目

学校は、児童生徒の障害の状態や特性及び心身の発達の段階並びに学校や地域の実態等を十分
考慮して、適切な教育課程を編成している。14

(9)

学校は、教育課程に基づいて適切に教育活動を実践している。
15

(10)

学校は、避難訓練などを通して、児童生徒の安全・防災に関する指導を適切に行っている。
10
(5)

学校は、災害への備えとして、計画的に備蓄品を準備している。
12
(7)

学校は、事故やヒヤリハットが起きた際には情報を共有し、再発防止に努めている。
13
(8)

○昨年度までに教育課程が大きく変更していることもあり、今年度は各部ごとに教育課程を見直す時間を多く設定した。次年度に生かしたい。

○今年度の実践をもとに、指導内容や時数などを各部や教育課程検討委員会にて検討し、改善点を次年度へ生かしていく。

職　　員 保護者

危
機
管
理

○小学部において、行方不明の事案があった。原因や対策を全職員で共有し、一人一人が十分に注意を払って行動することで再発防止に努める。
○職員間での共有はでき、対策もとっている。保護者へもどのような対策をとるようにしたのかなど情報発信をしていく必要がある。

○交通安全、防犯に関する指導はできるだけ年度の早い時期に設定する。避難訓練は、避難とともに事後指導を充実させていく。

○危機管理マニュアルは今年度中に見直し、次年度の年度当初に職員へ説明をする。

○防災頭巾の購入を進めていく。非常食は、弁当の日に校内で食べる機会を作り、児童生徒は食べることに慣れ、保護者へその様子を伝える。

学校は、危機管理マニュアルを整備するとともに、必要に応じて見直しを行っている。
11
(6)

学校は、文書や金銭等の管理や処理を適切に行っている。

○文書の管理については、県立学校のファイル基準を参考に次年度から整備できるように準備していく。

9

　　　　＊数値の『下段は昨年度』『上段（太字）は今年度』
　　　　＊番号の欄の(　)は保護者アンケートの番号

組
織
運
営

○新型コロナウイルス感染症対策で、行事を精選したり運営方法を変更したりしている。行事後にすぐに反省を残しているので次年度に生かしたい。

学校は、前年度の反省を生かして、学校行事の時期や回数、内容などを設定している。
16

(11)
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令和３年度　長崎大学教育学部附属特別支援学校　学校評価アンケート結果

小学部 中学部 高等部 全体 小学部 中学部 高等部 全体

3.6 3.7 3.4 3.6 3.7 3.8 3.7 3.7
3.3 3.4 3.2 3.3 3.9 3.8 3.7 3.8

今後の方向性

3.1 3.6 3.0 3.2 3.8 3.6 3.6 3.7
3.0 3.3 3.1 3.1 3.7 3.8 3.5 3.7

今後の方向性

3.1 3.6 3.6 3.4 3.8 3.6 3.6 3.6
3.2 3.4 3.2 3.3 3.8 3.7 3.6 3.7

今後の方向性

2.9 3.4 3.1 3.1 3.7 3.3 3.5 3.5
2.7 3.0 3.2 3.0 3.7 3.6 3.6 3.6

今後の方向性

3.7 3.7 3.9 3.8 3.7 3.8 3.9 3.8
3.2 3.5 3.6 3.4 3.9 3.9 3.7 3.8

今後の方向性

3.3 3.3 3.4 3.4 3.8 3.8 3.5 3.7
3.1 3.3 3.2 3.2 3.7 3.9 3.5 3.7

今後の方向性

3.7 3.6 3.6 3.6 3.9 3.6 3.7 3.7
3.7 3.8 3.6 3.7 3.9 3.8 3.4 3.7

今後の方向性

3.6 3.6 3.7 3.6 3.8 3.5 3.6 3.6
3.7 3.5 3.6 3.6 3.7 3.7 3.7 3.7

今後の方向性

　　　　＊数値の『下段は昨年度』『上段（太字）は今年度』
　　　　＊番号の欄の(　)は保護者アンケートの番号

分野 番号 具　体　的　な　評　価　項　目
職　　員 保護者

○今年度から作成しているキャリアパスポートを活用して、実践したり、全体計画の見直しをしたりする。

○教師が自分の指導や言動を振り返る機会（コンプライアンスチェック）を定期的に設けて、適切な指導が継続される環境づくりに努める。

○新単元計画の作成で主体的・対話的で深い学びについては、意識できるようになってきた。新単元計画の活用、充実を図っていく。

20
(15)

○GIGAスクール関連の教材の活用ができていないことが課題である。活用等に関する研修会の実施を次年度検討する。

○進路学習で活用できるような教材（実習先情報をまとめたものなど）を作成していく。

学校は、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて授業改善を行っている。

24
(19)

学校は、進路実現に向けて現場実習や進路に関する学習を適切に行っている。

22
(17)

学校は、学習内容や教材を工夫しながら指導を行っている。

学校は、キャリア教育全体計画を意識しながら日々の指導を行っている。

教
育
活
動

学校は、児童生徒の実態を的確に把握し、必要な指導を計画的に行っている。
19

(14)

23
(18)

学校は、個別の指導計画を作成し、児童生徒の特性などに配慮しながら個に応じた指導を行っ
ている。

○今後も各教科と自立活動は各シート等を活用しながら実態把握を行い、教育課程に沿って計画的に指導していく。

学校は、「体罰」や「不適切な言動」によらない指導を行っている。
21

(16)

17
(12)

学校は、日々の指導の中で、道徳教育に関する指導を適切に行っている。
18

(13)

○今年度、様式を変更した個別の指導計画については評価方法などを共通理解し、指導と評価の一体化を図って、指導の充実につなげる。

○道徳教育全体計画を基に、内容及び指導場面を共通理解して、道徳的実践力の育成を行う。
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令和３年度　長崎大学教育学部附属特別支援学校　学校評価アンケート結果

小学部 中学部 高等部 全体 小学部 中学部 高等部 全体

3.4 3.6 3.8 3.6 3.7 3.4 3.6 3.6
3.7 3.8 3.7 3.7 3.7 3.7 3.7 3.7

今後の方向性

3.7 3.6 3.0 3.4 3.5 3.6 3.2 3.4
3.3 3.3 3.3 3.3 3.7 3.7 3.3 3.6

今後の方向性

2.9 3.6 3.3 3.3 3.7 3.6 3.6 3.6
3.2 3.5 3.6 3.4 3.9 3.9 3.7 3.8

今後の方向性

3.1 3.0 2.7 2.9 3.2 3.3 3.0 3.2
3.2 2.7 3.0 3.0 3.8 3.6 3.5 3.6

今後の方向性

3.2 3.4 2.9 3.2 3.8 3.4 3.7 3.6
3.1 3.3 3.1 3.2 3.9 3.9 3.4 3.7

今後の方向性

3.3 3.7 3.4 3.5 3.5 3.6 3.7 3.6
3.4 3.8 3.3 3.5 3.8 3.9 3.7 3.8

今後の方向性

3.6 3.4 3.1 3.4 4.0 3.8 3.8 3.9
3.3 3.6 3.4 3.5 3.9 3.9 3.7 3.8

今後の方向性

3.6 3.3 3.3 3.4 3.8 3.8 3.6 3.7
3.4 3.4 3.4 3.4 3.9 3.8 3.7 3.8

今後の方向性

分野 番号 具　体　的　な　評　価　項　目
職　　員 保護者

　　　　＊数値の『下段は昨年度』『上段（太字）は今年度』
　　　　＊番号の欄の(　)は保護者アンケートの番号

教
育
活
動 27

(22)

学校は、共生社会の実現に向けて、交流及び共同学習を計画し、学校間交流や居住地校交流を
適切に実施している。

○今年度から高等部の全学年で取り組んでいるセルフサポートブックのアップデートや活用促進を図る。

○職員作業を有効に活用する。

教
育
環
境

学校は、施設・設備の安全点検を定期的に実施し、問題点があれば早急に対応している。
30

(25)

学校は、校舎内外の美化に努めている。
31

(26)

学校は、校内の掲示を工夫して行っている。
32

(27)

29
(24)

○コロナ関連の予算により健康面に関する設備等は充実してきた。また、危険箇所については、大学の施設部が随時対応して補修改善が行われている。

○日常生活において実態に応じた指導を行っていく。引き続き、からだの学習については、各部で年間指導計画を立てて指導していく。
○各学部教育課程に保健の内容を位置づけ、生活年齢に応じた系統的な指導を進めていく。

○コロナ禍であるため、今年度も学校間交流はできなかった。直接交流が理想ではあるが、今後は実施方法や内容について、相手校と一緒に検討してい
　きたい。

学校は、教育活動に必要な施設・設備を整備している。

○予算との兼ね合いもあるが、今後も問題点は事務室を通して大学と確認し、修繕を進める。

学校は、進路実現ができるように自己選択・自己決定を促しながら進路指導を行っている。

28
(23)

25
(20)

学校は、卒業後の生活が豊かになるように、体験学習などを適切に実施している。

○コロナ禍での体験学習は制約があったが、その中でも児童生徒は学びを深めている。状況に応じて指導のあり方を検討し、学習を計画していく。

26
(21)

学校は、生活年齢等に応じて、保健指導を適切に行っている。

○各部とも、季節や時期等に応じて工夫して掲示をしている。
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令和３年度　長崎大学教育学部附属特別支援学校　学校評価アンケート結果

小学部 中学部 高等部 全体 小学部 中学部 高等部 全体

3.1 3.4 3.4 3.3
3.1 3.3 3.2 3.2

今後の方向性

3.3 3.4 3.6 3.4
2.9 3.1 3.0 3.0

今後の方向性

3.1 3.0 3.3 3.1
3.4 3.1 2.9 3.2

今後の方向性

2.9 3.1 2.7 2.9
3.0 2.8 2.7 2.8

今後の方向性

2.9 3.0 3.2 3.0
3.0 2.8 2.8 2.8

今後の方向性

2.9 3.0 3.2 3.0
3.0 2.8 2.8 2.8

今後の方向性

2.9 3.3 3.3 3.2
3.4 3.0 3.1 3.2

今後の方向性

2.7 3.3 3.2 3.1
2.8 2.9 2.7 2.8

今後の方向性

分野 番号 具　体　的　な　評　価　項　目
職　　員 保護者

　　　　＊数値の『下段は昨年度』『上段（太字）は今年度』
　　　　＊番号の欄の(　)は保護者アンケートの番号

専
門
性
の
向
上

39

○研究で授業研究会ができたことは良かった。今後も継続して行い、授業力の向上を図っていく。

38

36

学校は、教員として必要な研修（現職教育）を計画的に実施している。
37

学校は、授業研究などを通して授業力の向上に努めている。

学校は、研修会に参加したり研修を行ったりするなど、新学習指導要領の理解を促す取組を
行っている。

33

34

学校は、人権に関する研修を適切に実施している。
35

40

○校内研修会を生かしながら、喫緊の課題を整理し、より良い方向性を探る。

○働き方改革も進めながら、教員が行きたい研修に行けるようにしていきたい。

○今年度は研修会を実施できていない。次年度は、テーマや日時を設定して、実現できるように準備をしていきたい。

○研修は、毎年行うもの、隔年でいいものなど長いスパンで考えて整理していく。

教員は、教育センターの研修講座や各種研修会に参加し、専門性の向上に努めている。

学校は、効果的な教育実地研究の実施に向けて、課題の分析と改善を行っている。

○新学習指導要領の理解度は上がってきている。研究部では、評価に関する研修は今後必要だと考えている。

○第２４次研究で学校として取り組んだ成果もあり、カリキュラム・マネジメントに対する意識は高まったので、今後も学校全体で取り組んでいく。

学校は、福祉制度などに関する研修を実施して職員の理解を深めている。

○夏季休業期間中の研修内容を充実させる。

学校は、カリキュラム・マネジメントの確立に向けて調査・研究を行っている。
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令和３年度　長崎大学教育学部附属特別支援学校　学校評価アンケート結果

小学部 中学部 高等部 全体 小学部 中学部 高等部 全体

3.3 3.4 3.4 3.4 3.8 3.6 3.4 3.6
3.4 3.8 3.4 3.5 3.8 3.9 3.5 3.7

今後の方向性

3.2 3.6 3.6 3.4
3.3 3.1 3.3 3.3

今後の方向性

3.1 3.1 3.1 3.1 3.5 3.6 3.5 3.5
3.8 3.6 3.4 3.6 3.9 3.6 3.5 3.7

今後の方向性

3.8 3.7 3.7 3.7 4.0 3.8 3.7 3.8
3.8 3.8 3.6 3.7 4.0 3.7 3.9 3.9

今後の方向性

3.2 3.6 3.6 3.4 3.8 3.6 3.5 3.7
3.6 3.6 3.4 3.5 3.9 3.8 3.7 3.8

今後の方向性

3.9 3.7 3.7 3.8 3.8 3.8 3.8 3.8
3.8 3.8 3.6 3.7 3.8 3.9 3.7 3.8

今後の方向性

3.9 3.7 3.7 3.8 3.8 3.8 3.8 3.8
3.8 3.8 3.6 3.7 3.8 3.9 3.7 3.8

今後の方向性

開
か
れ
た
学
校

分野 番号 具　体　的　な　評　価　項　目
職　　員 保護者

　　　　＊数値の『下段は昨年度』『上段（太字）は今年度』
　　　　＊番号の欄の(　)は保護者アンケートの番号

○次年度は、掲載計画を作成し、充実を図る。

学校は、連絡帳や電話、一斉メールなどで、必要な情報を素早く保護者に伝えている。
44

(30)

学校は、ホームページや学校だよりを通して、学校の様子を保護者や地域に発信している。

学校は、関係者や地域に対する学校公開を適切に実施している。

45
(31)

教職員は、保護者からの相談に対し、誠意をもって丁寧に対応している。
46

(32)

教職員は、保護者や学校関係者に対し、「すみれ運動（スマイル・身だしなみ・礼儀）」を意
識し、丁寧に対応している。47

(33) ○誰に対しても笑顔と丁寧な対応をすることは、今後も全職員常に心掛け継続していく。また、職員が実践することで、児童生徒の手本となり、学校全
　体が和やかでほほえましい空間となるように取り組んでいく。

○保護者への連絡については、確実に伝わるように今後も心掛けていく。また、一斉メールについては協賛企業のおかげで様々な場面で有効に活用させ
　てもらっており大変助かっている。

○コロナ禍でもあり、十分に学校公開は実施できていない状況である。ただ、そのような中でも、授業参観や学級懇談会で日頃の子ども達の様子をビデ
　オや写真などで保護者に見せるなど、部主事や学級担任の先生方には、工夫をしていただいている。コロナの状況にもよるが、本校の教育の様子を皆
　さんに見ていただく機会を工夫していきたい。

○保護者との連携は、児童生徒の成長には欠かせないものである。今後も丁寧に対応していきたい。

43
(29)

学校は、教職員や保護者等に対して学校経営方針を明確に示している。
41

(28)

学校は、大学と連携し、附属学校園の特別支援教育に関して、センターとしての役割を果たし
ている。

42

○年度初めに保護者や職員に説明を行うとともに、学校公開や入学者応募説明会など本校を希望している保護者に対しても説明を行っており、今後も継
　続して発信し本校の在り方を理解してもらう。

○今年度教育臨床センターという新しい組織ができ、試行錯誤しながら附属校園の支援を行っているところである。幼稚園の園児の観察や支援の提案、
　幼稚園、小学校、中学校の「個別の教育支援計画」の作成支援などを行っている。まだ、十分な支援を行っているとは言えないが、今後附属校園と連
　絡を取りながら更に充実した支援ができるようにしていく。
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